
令和４年度開成町企業会計決算審査意見書 

 

 

  地方公営企業法第３０条第２項の規定により令和４年度開成町企業会計（水道事業会計及び下水道

事業会計）を審査した結果、次のとおり意見書を提出する。 

  

１ 審査した決算書及び帳簿証書類 

 （１）令和４年度水道事業会計決算書及び令和４年度下水道事業会計決算書 

   （決算報告書、損益計算書、剰余金計算書及び貸借対照表） 

 （２）令和４年度水道事業会計決算付属資料及び令和４年度下水道事業会計決算付属資料 

   （事業報告書、収益費用明細書、資本的収支明細書、固定資産明細書及び企業債明細書等） 

 （３）令和４年度企業会計関係帳簿及び証書類 

 

 ２ 審査の期日 

   令和５年６月２９日 

 

 ３ 審査の方法 

   水道事業会計及び下水道事業会計の各決算書、損益計算書、剰余金計算書及び貸借対照表、 

  並びに決算付属資料の事業報告書、収益費用明細書、資本的収支明細書、固定資産明細書及び 

企業債明細書等を基に、各所属からの説明を徴し、経営状況、財政状況及び決算計数の適正を 

審査した。 

 

 ４ 審査の結果  

   水道施設では、新型コロナウイルス感染症の影響による更新機器の部品不足により、開成駅前公

園緊急遮断弁更新工事については令和５年度に繰り越したものの、県道７８号横断配水管更新工事

や町道２３５号線支障配水管布設替工事など、各種工事については計画に沿って適正に執行されて

いた。 

   営業収益では、新型コロナウイルス感染症対策、エネルギー価格や物価高騰に対する町民の生活

や経済活動支援策として、上・下水道使用料を２期分（４ヶ月）減免する措置を実施したことから、

給水収益（水道使用料）は前年度比１４．３％減の１億６千１３０万７千円、下水道使用料は前年

度比７．４％減の２億１千５６６万５千円となっている。 

   なお、減免措置による減収分については、一般会計から４千２９８万６千円補填されている。 

   一方、令和４年度の未処分利益剰余金は、水道事業で１億４千４８９万１千円、下水道事業で８

千６７２万６千円となっている。 

   水道事業会計及び下水道事業会計の決算書及び決算付属資料は、事業の経営状況及び財政状況を

適正に表示されており、決算計数は正確である。 

   今後とも、事業収益や使用料収入の状況を踏まえ、計画的な経営に取り組まれたい。 

 

 

   令和５年８月２日 

   開成町長 山神 裕 様 

 

 

                            開成町監査委員 田中 章 

                             開成町監査委員 吉田 敏郎 

 


